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水稲新品種「まいひめ」　の主要特性
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表1生産力検定試験における生育調査成績
1　は　じ　め　に

「まいひめ」は1993年から青森県の奨励品種に採用され，

青森県の南部平野地帯，津軽西北地帯及び海岸冷涼地帯等

の不適地に栽培されている「むつはまれ」に替えて作付け

されることになった。そこで，本報では品種育成の過程で

明らかになった「まいひめ」の主要特性について述べ，本

品種の普及，指導の参考としたい。

2　試　験　方　法

「まいひめ」は1984年青森県農業試験場藤坂支場におい

て「青系89号」（後の「むつはまれ」）を母とし，「ふ系130

号」を父として人工交配した雑種後代から選抜された品種

である。1988年F6世代で生産力検定予備試験並びに障害

型耐冷性，いもち耐病性の特性検定試験に供試した。1989

年F7世代で「相92」として場内における生産力検定試験，

特性検定試験並びに依頼先における系統適応性検定試験，

特性検定試験に供試した結果，有望と認められたので，

1990年より「ふ系159号」の系統名を付し－関係各県に配

布して地方適否を検討した。同時に，場内における生産力

検定試験を継続するとともに∴新たに穂発芽性検定試験，

自重枯病耐病性検定試験，登熱性の調査．抱精試験などを

通してより詳細な特性解明を行った。

3　試験結果及び考察

ll）形態的特性

移植時の苗丈は「むつはまれ」■）並の“やや長”，葉色は

「むつはまれ」並の｝やや濃【である。本田初期の生育は

「むつはまれ」に比べてやや緩慢であり，中期の生育は草

丈が「むつはまれ」並かやや短く，茎数はやや少ない。拝

島は「むつはまれ」並かやや短く．穂良は「むつはまれ」

並かやや長く，穂数は「むつはまれ」並かやや少ない短梓．

偏穂垂型の梗種である（表1）。梓は「むつはまれ」並の

太さで，剛く，耐倒伏性は「むつはまれ」並かそれ以上に

強い。杜若は「むつはまれ」並の■密－で，穎色及び梓先

色は】黄白†で．己はない。糞色は「むつはまれ」よりや
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水
名種品 出穂期成熟期毘護符良種長極致

（月．日）（月．日）（0－5）（Ⅷ） （cm）（本／爪の

標肥　8．7　9．15　0．0　　73　16，5　466
まいひめ墓石巨岩：占　9．23　0．8　7916．7　524

むつはまれ
標肥　8．8　9．16　0．2　　75　16．5　484
多肥　8．8　9．23　1．6 80　16．5　551

注．標肥区は窒素成分量0．8kg／a，多肥区は1．1kg／aで，それ
ぞれ1988年～1992年，1989年～1992年の平均値である。

や濃く，止垂の糞身は立ち，草姿は良好である。

（2）生態的特性

出穂期，成熟期は「むつはまれ」より1，2日早く．育

成地では・中生の早∴東北中南部では“早生”に属する

（表l）。熟色が鮮麗で，豊熟は良好である。収量性は「む

表2　生産力検定試験における収穫物調査成績
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収星玄　米
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標肥158．0　56．8　5．6　101　21．6　4．6
まいひめ蒜i訴：昌　詣二昌　子二言105？1．2　4．9
標肥158．0　56．2　3．7　100　21．5　4．9

わはまれ碁石呂　議二義　昌子言iこら100＋20．8　5．6
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1．9mmの縦円筒で精玄米と屑米とに選別した。

図1配布先における「まいひめ」と標準品種と
玄米垂の比較図
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つはまれ」並に高く（表2），全国の配布先における結果

でも標準品種より多収を示す試験が多かった（図1）。耐

冷性は「むつはまれ」より明らかに強く，】強竹　である

（表3）。いもち病の真性抵抗性遺伝子型はPトαと推定

され，圃場抵抗性は費いもち及び穂いもちともに「むつは

まれ」並の“やや強付である。自棄枯病抵抗性は「むつは

まれ」並の“やや弱”である。穂発芽性は「むっはまれ」

より発芽し難い“やや難”である。

表3　障害型耐冷性検定結果

品種名　等荒ヂ　不稔拙　判　定（％）

ま　い　ひ　め

中　母　35

ム　ツニ　シキ

タ　ツ　ミ　モチ

ふ　系　94　号

レ　イ　メ　イ

むつはまれ

ハヤニ　シキ

ム　ツホナ　ミ

アキ　ヒ　カリ

8．16　　　　　47．8

8．15　　　　　29．1

8．19　　　　　44．9

8．17　　　　　46．0

8．19　　　　　55．5

8．18　　　　　62．3

8．18　　　　　72．2

8．16　　　　　73．6

8．19　　　　　81．7

8．18　　　　　84．4
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注．水温を19．5℃～19．8℃，水深25cm～30cmとし，約40日

間処理した。成績は障害型不稔が多発した1991年を

除く1988年から1992年の4年間の平均値で示した。

（3）品質・食味特性

玄米の粒形は「むつはまれ」よりやや長く，粒大は「む

つはまれ」よりやや大きい‘中”である。粒厚は「むっは

まれ」よりやや薄いが，千校重は「むつはまれ」並である

（表2）。玄米は光沢があり，腹白，心白の発現が少なく．

品質は「むつはまれ」並かやや良好である。揖精は「むっ

はまれ」並かやや時間を要するが．鴇精歩留り，精米白度

は「むつはまれ」並である。食味は「むつはまれ」よりや

や優り．良好である。

4　栽培上の留意点

「まいひめ」は「むつはまれ」に比較して出穂が1，2

日程度早く，耐冷性も強いことから「むつはまれ」の不適

地帯に栽培されることになったが．品質・食味，収量性に

ついても「むつはまれ」に劣らない特性を持つと考えられ

る。欠点として棟数が少ない点があげられるが，健苗育成

や株数を確保すると共に本田の水管理にも十分注意して初

期生育の確保に努めてもらいたい。
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